


諫早市の市政推進につきましては、かねてより格別のご理解と

ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。 

  

本市は、昨年３月に新たな１０年間を見据えた「第２次諫早市

総合計画」を策定いたしました。将来都市像の実現のため、本市

が有する多様な地域資源や地域力を活かした創造的な活動を展開

することにより、雇用を創出し、次代を担う子どもを育て、新た

な魅力や価値、活力を生み出す「創造都市」を目指し、「笑顔あふ

れる希望と安心のまち」を実現してまいる所存です。  

また、同時に策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で

は、少子高齢化・人口減少対策等を戦略的に推進してまいりたい

と存じます。 

今後も、市勢の更なる発展を図り、長崎県央の中心都市として、

これからの時代にふさわしいまちづくりを推進するためには、九

州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の整備促進と諫早駅周辺整

備、産業の振興、広域道路網の整備など、様々な施策を重点的に

講じていく必要があります。 

 

つきましては、このような本市の状況をご賢察いただき、特段

のご配慮を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 
 

   平成２９年７月 

 

諫 早 市 長          宮 本 明 雄       

 

諫早市議会議長          松 本 正 則 



 
 

 要 望 項 目 

番号 項目一覧 頁 

第2次諫早市総合計

画における位置づけ 

≪基本政策≫ 

1 九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の着実な整備について 1 快適なまちづくり 

2 栄町東西街区第一種市街地再開発事業への支援について 3 快適なまちづくり 

3 県立総合運動公園テニスコートの増設整備について 5 こころ豊かなひとづくり 

4 農地整備事業の促進について 7 
地域特産を活かした

農林水産業 

5 ため池整備事業の整備促進について 9 
地域特産を活かした

農林水産業 

6 有明海の再生（諫早湾の水産振興）について 11 
地域特産を活かした

農林水産業 

7 新産業団地整備事業への支援について 13 
活力あふれる商工業

の振興と雇用の創出 

8 「いさはやコンピュータ・カレッジ」への積極的な支援について 15 
活力あふれる商工業

の振興と雇用の創出 

9 地方バス生活交通路線維持対策について 17 快適なまちづくり 

10 幹線道路の整備促進について 19 快適なまちづくり 

11 本明川ダム建設事業に伴うダム周辺地域振興について 21 安全なまちづくり 

12 一級河川・本明川の抜本的な治水対策の整備促進について 23 安全なまちづくり 

13 県管理の一級河川及び二級河川の維持管理について 25 安全なまちづくり 

14 河川改修事業の整備促進について 27 安全なまちづくり 

15 急傾斜地崩壊対策事業の整備促進について 29 安全なまちづくり 
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ひとが輝く創造都市 

ISAHAYA 

１．九州新幹線西九州ルート(長崎ルート)の着実な整備について 
 

九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の平成３４年度の開業に向けた着実な整備

等につきまして、国に対し強く働きかけていただきますよう要望します。 

(１) 平成２８年３月２９日の関係者（検討委員会、佐賀県、長崎県、ＪＲ九州、鉄

道・運輸機構、国土交通省）による、西九州ルート（長崎ルート）の開業のあり

方に係る合意内容を遵守すること。 

(２) 対面乗換方式（リレー方式）が長期化することがないよう、フリーゲージトレ

インの開発の動向を見据え、新幹線本来の開業効果が最大限発揮できる山陽新幹

線への直通乗り入れを実現する、最終的な西九州ルート（長崎ルート）のあり方

とそこに至る道筋を早急に示すこと。 

(３) 開業時の運行本数について早期に示すとともに、利用料金など利用者への運行

サービスの低下が生じないよう関係者との調整を図ること。 

(４) 整備新幹線の財源として、所要の国費（公共事業費）を確保するとともに、地

方財政措置を講ずること。 

(５)  新幹線開業後に上下分離方式で運行が予定されている肥前山口・諫早間の在来

線について、住民の利便性に配慮した将来的な安定運行の確保に向けた方策の検

討への支援と助言を行うこと。 

 

【理 由】 

九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）は、国土の均衡ある発展と九州地区の一

体的飛躍に大きく貢献する重要な交通軸となるもので、西九州地域の経済浮揚と地

域発展には特に必要不可欠な整備路線であります。また、新幹線は昨年４月の熊本

地震においても、いち早く復旧し復興の原動力となるなど、災害時においても重要

な役割を果たすことがあらためて証明されました。 
  現在、新幹線工事は、平成３４年度の開業に向けて順調に進められておりますが、

西九州ルート（長崎ルート）の開業のあり方については、関係６者（検討委員会、

佐賀県、長崎県、ＪＲ九州、鉄道・運輸機構、国土交通省）によって、「平成３４

年度に長崎～武雄温泉間にフル規格車両を投入し、武雄温泉～博多間を走行する在

来線特急と武雄温泉駅で対面乗換えを行うことにより開業する。」ことなど５項目

について同意がされました。 

つきましては、新幹線の開業のあり方に係る関係６者合意の遵守など平成３４年

度の開業に向けた着実な整備について国に対し強く働きかけていただきますよう

要望します。 
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ひとが輝く創造都市 

ISAHAYA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着々と整備が進む諫早市内の状況 

栄田高架橋工事（諫早市本明町付近） 

本明川橋りょう付近工事（諫早市本明町付近） 

諫早駅新駅舎工事（諫早駅西口方面から） 
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ひとが輝く創造都市 

ISAHAYA 

２．栄町東西街区第一種市街地再開発事業への支援について 
 

本市の中心市街地活性化推進のため、「栄町東西街区第一種市街地再開発事業」に

対し、ご支援いただきますよう要望します。 

 

【理 由】 

人口減少・高齢化社会を迎え、全国の地方都市を中心に中心市街地の衰退が懸念

されており、今後は、無秩序な郊外開発の抑制と、様々な都市機能が集約したコン

パクトで賑わいのあるまちづくりが求められております。 

このような状況から、本市においては、平成２０年７月に認定を受けた「諫早市

中心市街地活性化基本計画」に引き続き、平成２６年３月には、「第２期諫早市中心

市街地活性化基本計画」（以下「基本計画」という。）の認定を受け、「暮らしのなか

に、つながりを実感できる街」の実現のため、「賑わうまち」「ひとが集うまち」「安

心して生活できるまち」の３つの目標を定め、中心市街地の活性化を図っていると

ころであります。 

「栄町東西街区第一種市街地再開発事業」は、基本計画の中でも主要事業に位置

付けているものであり、その事業内容は、アエル中央商店街の中に、店舗、保育所、

子育て世代包括支援センター、駐車場や住宅で構成される建物を建設する事業であ

ります。 

現在、再開発組合が作成した権利変換計画を市が認可したところであり、今後は、

平成３０年度末の完成を目指し、解体工事、建築工事などが進められていく予定と

なっております。 

本市といたしましても、この再開発事業が実施されることにより、街なか居住の

促進、安全性や回遊性の向上並びに商店街の新たな核の形成が図られ、中心市街地

の活性化が推進されることを期待しており、重要な事業として位置付けているとこ

ろであります。 

つきましては、本市の中心市街地活性化のため、「栄町東西街区第一種市街地再

開発事業」に対し、ご支援賜りますよう要望します。 

 

 




